
そ
も
そ
も
維
新
後
の
日
本
の
海
外
貿
易
は
、
明
治
の
初
年
に
は
若
干
の
輸
出
超
過
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
輸
入
超
過
に
転

じ
た
。
そ
し
て
幕
末
以
来
、
関
税
の
自
主
権
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
に
、
貿
易
を
統
制
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
そ
の
た
め
に
入
超
額
は
、

明
治
十
一
年
に
は
六
八
八
万
円
、
明
治
十
一
一
年
に
は
四
七
七
万
円
、
明
治
十
三
年
に
は
八
二
一
一
一
万
円
に
上
っ
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
の
貿
易
は
、
外
国
商
館
が
、
ほ
と
ん
ど
こ
れ
を
独
占
し
て
い
た
。
勿
論
当
時
す
で
に
起
立
工
商
会
社

（
明
治
六
年
創
立
）
、
大
倉
組
（
明
治
六
年
創
立
）
、
三
菱
会
社
（
明
治
七
年
創
立
）
、
先
収
会
社
（
明
治
七
年
創
立
）
、
森
村
組
（
明
治

九
年
創
立
）
、
三
井
物
産
会
社
（
明
治
九
年
創
立
）
な
ど
、
日
本
の
実
業
家
に
よ
っ
て
発
起
設
立
さ
れ
た
貿
易
会
社
は
、
い
く
つ
か
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
の
営
業
の
シ
エ
ー
ア
は
、
極
め
て
わ
ず
か
な
も
の
で
、
明
治
十
年
の
輸
出
額
の
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
輸
入
額
の
九
五

パ
ー
セ
ン
ト
は
、
外
国
商
社
の
取
り
扱
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
に
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
居
留
地
貿
易
に
お
い
て
は
、
外
国
商
館
は
、
わ
が

み
る
必
要
が
あ
る
。

第
六
章
貿
易
商
会
の
設
立
と
中
西
屋
の
開
店

貿
易
商
会
の
設
立

醜

明
治
十
六
年
に
丸
家
銀
行
が
、
丸
善
為
換
店
と
合
併
し
た
の
は
、
大
い
に
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
丸
善
為
換
店
は
、
貿
易

商
会
及
び
丸
善
内
外
介
商
店
の
設
立
と
、
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
こ
に
貿
易
商
会
の
設
立
に
つ
い
て
、
若
干
の
記
述
を
試
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国
の
生
産
者
若
し
く
は
商
人
の
、
外
国
事
情
に
疎
い
の
を
利
用
し
て
、
種
だ
の
不
正
手
段
を
用
い
て
、
利
益
を
貧
っ
た
。
例
え
ば
、
当

時
の
最
も
主
な
輸
出
品
で
あ
っ
た
生
糸
の
取
引
に
つ
い
て
も
、
外
国
商
館
と
わ
が
売
込
問
屋
と
の
間
に
、
売
買
契
約
が
成
立
す
る
と
、

売
手
の
方
か
ら
は
、
事
情
の
変
化
に
よ
っ
て
、
破
約
又
は
価
格
の
増
加
を
請
求
し
て
も
、
絶
対
に
応
じ
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
外
国
商

館
は
生
糸
の
検
査
を
利
用
し
て
、
勝
手
に
減
価
又
は
破
約
を
行
な
っ
た
。
ま
た
そ
の
生
糸
の
検
査
も
、
荷
物
を
受
け
取
っ
て
か
ら
十
日

以
上
も
放
置
し
、
本
国
の
市
況
の
報
道
を
待
っ
て
、
市
況
が
良
け
れ
ば
、
検
査
を
行
な
っ
て
こ
れ
を
買
い
入
れ
る
が
、
市
況
の
悪
い
時

は
、
検
査
に
際
し
て
種
だ
の
難
癖
を
つ
け
て
、
こ
れ
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
と
い
う
よ
う
な
悪
錬
な
行
為
を
敢
て
し
た
。
ま
た
検
査
に
当

こ
お
り

っ
て
、
ガ
ラ
糸
と
称
し
て
、
一
梱
か
ら
お
よ
そ
一
総
の
生
糸
を
抜
き
取
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
た
め
に
日
本
の
経
済
界
に
取
っ
て
は
、
輸
入
の
防
逼
と
、
輸
出
の
振
興
に
よ
っ
て
、
貿
易
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
と
共
に
、

貿
易
の
業
務
を
日
本
人
の
手
に
収
め
る
こ
と
が
、
当
面
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
明
治
八
年
に
大
久
保
利
通
が
献
策
し
て
、

「
方
今
ノ
計
ヲ
為
ス
ニ
、
我
国
輸
出
ノ
物
品
ハ
、
我
国
商
ヲ
シ
テ
直
チ
ニ
之
ヲ
海
外
一
一
廻
漕
セ
シ
ム
ル
ニ
ァ
リ
」

と
切
言
し
た
の
は
、
正
に
こ
れ
を
道
破
し
た
も
の
で
あ
る
。

元
来
丸
屋
商
社
そ
の
も
の
が
、
西
洋
文
物
の
輸
入
と
共
に
、
日
本
人
の
自
主
的
貿
易
の
確
立
を
目
的
と
し
た
こ
と
は
、
「
丸
屋
商
社

之
記
」
に
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
や
早
矢
仕
有
的
は
、
こ
の
機
運
に
乗
じ
て
、
更
に
同
志
の
人
六
と
共
に
、
そ
の
事
業
を
拡
大

し
て
、
国
策
に
沿
お
う
と
し
た
。
貿
易
商
会
の
設
立
趣
意
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

（
前
略
）
我
国
人
ハ
在
港
ノ
外
人
一
一
依
頼
シ
テ
貿
易
ノ
事
ヲ
行
上
既
二
幾
分
ノ
国
損
ヲ
致
シ
、
又
其
物
品
ノ
代
価
ヲ
受
授
ス
ル
ニ

当
テ
為
替
ノ
事
ヲ
モ
彼
ノ
「
パ
ン
ク
」
二
任
ス
ル
ガ
故
一
一
、
輸
出
入
ノ
景
況
一
一
従
テ
為
替
ノ
相
庭
（
相
場
）
ヲ
昂
低
ス
ル
モ
、
全
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ク
彼
レ
ノ
意
中
二
存
シ
テ
、
内
国
ノ
商
人
ハ
恰
モ
其
制
御
ヲ
仰
キ
、
昂
低
共
二
常
一
一
彼
レ
ニ
便
利
ニ
シ
テ
、
我
二
不
便
利
ナ
ラ
ザ

ル
ハ
ナ
シ
、
金
権
ノ
主
客
、
処
ヲ
異
一
一
ス
ル
モ
ノ
ト
云
う
可
シ
、
（
中
略
）

又
貿
易
二
運
輸
ノ
緊
要
一
一
シ
テ
、
其
利
益
モ
亦
大
ナ
ル
ハ
固
ヨ
リ
論
ヲ
侯
タ
ズ
、
然
ル
一
一
我
国
産
ヲ
海
外
二
出
シ
、
外
国
ノ
物

産
ヲ
我
国
一
一
入
ル
、
二
、
其
運
輸
ハ
一
切
外
国
ノ
船
舶
二
依
頼
セ
サ
ル
ハ
ナ
シ
、
試
一
一
見
ョ
、
横
浜
、
神
戸
等
ノ
諸
港
一
一
テ
、
貿

易
ノ
景
況
ヲ
語
ル
ー
一
、
一
時
ハ
入
津
多
ク
シ
テ
、
品
物
潤
沢
ナ
リ
ト
云
上
、
又
一
時
ハ
入
津
少
ナ
ク
シ
テ
、
品
物
欠
乏
ス
ト
云
フ
、

其
入
津
ノ
船
ハ
、
何
レ
ノ
国
旗
ヲ
雛
へ
ス
モ
ノ
殿
、
日
章
船
ノ
出
入
ス
ル
ガ
為
一
一
、
貿
易
品
ノ
多
寡
二
影
響
ヲ
及
ホ
シ
タ
ル
ノ
談

メ
グ

ハ
、
未
ダ
誉
テ
聞
カ
ザ
ル
所
ナ
リ
、
四
面
海
ヲ
週
ラ
ス
此
一
嶋
国
ニ
シ
テ
、
海
上
ノ
運
輸
ヲ
外
国
船
二
托
ス
ル
ハ
、
其
状
恰
モ
他

人
ノ
足
ヲ
借
用
シ
テ
歩
行
ス
ル
者
二
異
ナ
ラ
ズ
、
商
権
ヲ
棄
ル
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ト
云
う
可
シ
（
中
略
）

右
ノ
事
実
ヲ
以
テ
老
レ
バ
、
我
貿
易
ノ
振
ハ
ザ
ル
ハ
、
独
り
輸
出
入
不
平
均
ノ
罪
一
一
非
ス
、
之
ヲ
振
起
ス
ル
ノ
法
ハ
、
唯
我
人

民
ガ
自
カ
ラ
奮
テ
売
買
ノ
権
ヲ
取
り
、
為
替
ノ
権
ヲ
取
り
、
航
海
ノ
権
ヲ
取
ル
ー
一
在
ル
ノ
ミ
、
此
三
ノ
商
権
ヲ
我
レ
ニ
帰
シ
テ
、

始
メ
テ
我
日
本
モ
、
世
界
貿
易
国
ノ
其
一
一
一
位
ス
ル
ヲ
得
へ
キ
ナ
リ
、
坐
シ
テ
輸
出
入
ノ
不
平
均
ヲ
歎
息
ス
ル
ョ
リ
モ
、
寧
口
我

ガ
欲
ス
ル
所
一
一
従
テ
其
不
平
均
ヲ
制
シ
得
ル
ノ
勢
一
一
至
ル
可
キ
ナ
リ
、
（
下
略
）

当
時
の
貿
易
が
外
国
商
人
の
た
め
に
堅
断
さ
れ
て
い
る
の
を
慨
歎
す
る
意
気
が
戸
文
面
に
躍
如
と
し
て
表
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章

は
、
犬
養
毅
の
筆
に
な
る
も
の
と
も
い
い
、
福
沢
諭
吉
の
筆
に
な
る
も
の
と
も
い
う
。
し
か
し
「
福
沢
諭
吉
全
集
」
に
は
、
こ
れ
を
収

め
て
い
な
い
。
貿
易
商
会
は
、
明
治
十
三
年
七
月
二
十
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
際
福
沢
門
下
の
朝
吹
英
二
が
演
説
を
試
み

た
。
こ
の
演
説
は
、
犬
養
毅
の
主
宰
す
る
「
東
海
経
済
新
報
」
の
創
刊
号
（
明
治
十
三
年
八
月
二
十
一
日
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る



が
、
そ
の
草
案
は
、
福
沢
の
執
筆
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
全
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
大
意
は
趣
意
書
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
と
、

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
、

「
試
に
見
よ
、
我
開
港
場
に
居
留
す
る
外
国
人
は
、
何
に
依
て
生
活
を
為
す
る
の
な
る
や
。
其
衣
食
の
資
は
果
し
て
何
れ
の
路
よ

り
来
る
も
の
な
る
や
。
肥
馬
に
跨
り
大
車
に
乗
り
意
気
揚
食
と
し
て
我
日
本
の
地
上
に
横
行
し
年
為
幾
千
万
円
を
消
費
し
て
又
之

を
本
国
に
携
帯
す
。
其
金
円
は
果
し
て
何
人
の
支
給
す
る
所
な
る
や
。
総
て
是
れ
吾
人
の
膏
血
に
あ
ら
ざ
る
は
無
し
。
是
れ
を
之

う
れ
い
い
き
ど
お
り
た
だ

れ
愛
へ
ず
し
て
何
事
を
憂
ふ
べ
き
や
。
我
輩
は
憂
極
て
慣
を
生
ず
る
も
の
な
り
。
鳴
呼
我
輩
は
本
と
擁
夷
家
の
子
な
り
、
一
菅
に

子
な
る
の
み
な
ら
ず
、
十
数
年
前
に
在
て
は
自
ら
嬢
夷
の
説
を
主
張
し
た
る
其
人
な
り
。
唯
だ
今
日
に
在
り
て
は
外
人
を
夷
秋
視

せ
ず
し
て
之
を
近
く
る
の
み
。
茜
に
之
を
近
く
る
の
み
な
ら
ず
、
進
ん
で
我
よ
り
之
に
近
づ
き
、
其
本
国
に
到
て
直
に
之
に
交
り
、

兵
馬
の
接
戦
は
暫
く
之
を
後
日
の
機
会
に
譲
り
、
今
日
は
専
ら
貿
易
の
業
を
洋
外
に
争
は
ん
と
欲
す
る
の
み
」
（
以
下
略
）

と
言
っ
て
い
る
の
は
国
権
主
義
の
立
場
を
高
調
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
刺
戟
的
な
言
辞
は
、
や
や
異
様
な
感
じ
を
さ
え
与
え
る
も

の
で
あ
る
。

当
商
会
ノ
本
店
ハ
東
京
府
下
日
本
橋
区
西
河
岸
町
（
現
在
の
八
重
洲
一
丁
目
）
拾
五
番
地
一
一
設
置
シ
、
横
浜
及
神
戸
一
一
支
店
ヲ

置
キ
、
猶
営
業
ノ
景
況
ニ
ョ
リ
適
当
ノ
地
一
一
支
店
或
ハ
代
理
店
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
二
条

8５

貿
易
商
会
の
規
約
は
、
何
回
か
の
草
案
の
修
正
を
見
た
後
に
、
明
治
十
三
年
十
一
月
に
確
定
さ
れ
た
。
そ
の
全
文
は
一
一
十
九
条
あ
る
。

（
中
村
重
久
の
後
嗣
中
村
泰
の
寄
贈
本
に
よ
る
。
）
そ
の
中
で
、
重
要
な
も
の
を
摘
記
す
れ
ば
、
左
の
如
く
で
あ
る
。



当
商
会
営
業
ノ
進
歩
ヲ
助
ケ
、
内
地
物
産
ノ
輸
出
ヲ
誘
導
ス
ル
カ
為
メ
、
其
損
益
ヲ
本
社
一
一
負
担
シ
テ
、
輸
出
ヲ
試
ム
ル
コ
ト

海
外
諸
物
品
ノ
相
場
〈
、
各
国
市
場
ノ
代
理
店
ヨ
リ
毎
週
報
告
ヲ
得
之
ヲ
得
意
先
一
一
報
知
ス
ヘ
シ
、
就
中
生
糸
製
茶
銅
鉄
地
金

銀
等
ノ
如
キ
ハ
、
相
場
ノ
変
化
毎
一
一
其
市
場
ヨ
リ
電
報
到
着
次
第
即
刻
電
報
ヲ
以
テ
各
地
方
ノ
得
意
一
一
報
知
ス
ヘ
シ

ア
ル
ヘ
シ

当
商
会
営
業
年
間
ハ
当
明
治
十
三
年
ヨ
リ
向
廿
ヶ
年
ト
定
ム

当
商
会
ノ
資
本
金
ハ
誠
拾
万
円
ト
定
メ
、
之
ヲ
二
百
株
一
一
分
割
シ
、
一
株
一
千
円
ト
ス

も
と
じ
め

当
商
会
ノ
社
長
元
締
役
ハ
五
株
以
上
コ
ノ
所
持
ス
ル
株
主
二
限
ル
ヘ
シ

但
之
一
一
用
フ
ル
所
ノ
金
額
〈
当
商
会
資
本
金
額
ノ
四
分
ノ
ー
ヲ
超
ユ
ベ
ヵ
ラ
ス

当
商
会
開
業
ノ
始
メ
ー
一
際
シ
、
差
向
キ
英
・
桃
。
米
・
清
ノ
四
ヶ
所
一
一
代
理
店
ヲ
設
ヶ
、
往
女
商
業
ノ
模
様
二
従
上
、
海
外
各

国
一
一
支
店
或
ハ
出
張
店
ヲ
設
ケ
、
又
社
員
ヲ
シ
テ
臨
時
出
張
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ァ
ル
ヘ
シ

第
三
条

第
四
条

第
五
条

第
八
条

第
十
五
条

第
十
六
条

8６
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こ
の
第
十
五
条
な
ど
は
、
い
わ
ば
貿
易
商
会
が
、
輸
出
代
理
業
務
を
営
む
こ
と
を
示
し
、
す
こ
ぶ
る
注
意
を
惹
く
も
の
で
あ
る
。

貿
易
商
会
の
最
初
の
株
主
は
、
四
十
四
名
で
あ
っ
て
、
社
長
に
は
早
矢
仕
有
的
、
元
締
役
に
は
朝
吹
英
二
、
西
脇
悌
二
郎
、
笠
原
恵
、

お
じ
や

杉
本
正
徳
が
就
任
し
た
。
西
脇
悌
一
一
郎
は
、
越
後
国
北
魚
沼
郡
小
千
谷
の
出
身
で
あ
る
。
西
脇
家
は
江
戸
時
代
中
期
以
来
、
小
千
谷
の

豪
家
で
あ
っ
た
。
悌
二
郎
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
、
ま
た
安
政
三
年
と
も
い
う
）
に
生
れ
、
早
く
か
ら
慶
応
義
塾
に
学
ん
で
、
福

沢
の
教
を
受
け
た
。
同
家
の
一
族
の
西
脇
清
一
郎
は
、
新
潟
の
第
四
国
立
銀
行
の
設
立
発
起
人
の
一
人
で
あ
っ
た
た
め
に
、
悌
二
郎
も

若
く
し
て
同
銀
行
に
入
り
、
明
治
十
年
か
ら
十
一
一
年
ま
で
の
問
、
同
行
の
取
締
役
で
あ
っ
た
。
彼
は
企
業
心
に
富
ん
で
い
て
、
明
治
十

一
年
に
は
新
潟
物
産
商
会
を
設
立
し
て
、
そ
の
東
京
支
店
長
と
な
っ
た
。
商
会
は
大
蔵
省
常
平
局
の
御
用
米
の
買
付
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ

の
た
め
に
、
越
後
米
を
操
作
す
る
権
力
は
、
悌
一
一
郎
の
手
中
に
帰
し
、
数
万
石
の
米
を
三
菱
会
社
の
船
に
積
み
込
ん
で
東
京
に
回
送
し
、

西
脇
の
名
を
米
市
場
に
称
か
せ
た
と
い
う
。
明
治
十
二
年
に
横
浜
正
金
銀
行
が
創
立
さ
れ
る
と
、
悌
二
郎
は
そ
の
取
締
役
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
彼
の
二
十
二
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
俊
敏
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
尤
も
そ
の
半
面
実
家
に
累
を
及
ぼ
す
よ
う

な
虞
れ
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
明
治
二
十
年
に
は
両
毛
鉄
道
会
社
の
創
立
に
参
画
し
た
が
、
後
に
そ
の
株
の
買
収
問
題
の
た

め
に
失
脚
し
、
晩
年
は
す
こ
ぶ
る
不
遇
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
一
一
年
十
月
二
十
七
日
東
京
の
芝
の
増
上
寺
内
で
残
し
た
。
墓
は
小
千
谷

ち
な
み

の
照
専
寺
に
あ
る
。
終
生
要
ら
な
か
っ
た
た
め
に
嗣
子
が
な
か
っ
た
。
因
に
英
文
学
者
で
詩
人
と
し
て
有
名
な
西
脇
順
一
一
一
郎
氏
は
、
清

一
郎
の
孫
に
当
っ
て
い
る
。
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そ
ぞ
れ
出
張
員
が
派
遣
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
リ
ヨ
ン
と
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ル
イ
。
デ
。
グ
ラ
ン
商
会
が
売
捌
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。

〔
な
お
後
の
駐
俳
大
使
本
野
一
郎
が
こ
の
時
デ
・
グ
ラ
ン
商
会
に
商
業
見
習
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ

る
。
〕
た
だ
中
国
に
は
、
支
店
が
設
置
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
「
貿
易
商
会
申
合
規
則
」
に
は
、
商
会
の
役
員
や
社
員
の
勤
務
規
程
に
関
し
て
細
則
が
定
め
て
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
、
米
国

に
お
け
る
滞
在
費
の
割
合
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
給
与
並
に
生
活
費
の
状
態
が
知
ら
れ
て
興
味
が
あ
る
か
ら
、
左
に
こ
れ
を
掲
げ

る
。

8９

等
級
一
等
二
等
三
等
四
等
五
等
六
等

年
金
一
八
○
○
弗
一
五
○
○
弗
一
二
○
○
弗
一
○
○
○
弗
八
○
○
弗
六
○
○
弗

支
度
金
二
五
○
円
二
○
○
円
一
五
○
円
一
○
○
円
八
○
円
六
○
円

旅
費
八
○
弗
六
○
弗
五
○
弗
四
○
弗
四
○
弗
四
○
弗

ゆ
る
が

貿
易
商
会
の
発
足
に
当
っ
て
、
そ
の
首
脳
部
は
、
日
本
の
政
府
当
局
の
援
助
を
受
け
る
〉
｝
と
を
、
忽
せ
に
し
な
か
っ
た
。
東
京
都
の

公
文
書
館
所
蔵
の
書
類
に
よ
る
と
、
開
業
勿
女
の
明
治
十
三
年
七
月
に
、
貿
易
商
会
は
大
蔵
省
に
対
し
て
、
外
国
品
購
求
の
御
用
達
を

申
し
付
け
ら
れ
た
い
こ
と
を
請
願
し
、
東
京
府
（
知
事
松
田
道
之
）
か
ら
申
達
し
て
、
そ
の
許
可
を
得
て
い
る
。
ま
た
そ
の
年
九
月

に
は
、
横
須
賀
造
船
所
に
対
し
て
、
同
様
の
出
願
を
し
た
が
、
造
船
所
は
貿
易
商
会
の
営
業
状
態
を
調
査
の
上
で
、
認
可
す
る
旨
を
回

答
し
て
い
る
。
最
も
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
政
府
が
貿
易
奨
励
の
目
的
か
ら
、
横
浜
正
金
銀
行
に
命
じ
て
、
そ
の
荷
為
替
資
金
の
中
か

ら
三
十
万
円
を
限
度
と
し
て
、
貿
易
商
会
に
為
替
資
金
を
立
替
え
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
資
金
は
生
糸
相
場
の
低
落
の
た
め
に
焦
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げ
つ
い
て
、
後
に
政
治
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
貿
易
商
会
は
発
足
し
た
が
、
そ
の
営
業
状
態
に
つ
い
て
は
、
第
二
期
（
自
明
治
十
四
年
六
月
、
至
明
治
十
五
年
五
月
）
の

計
算
報
告
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
そ
の
一
斑
を
窺
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
こ
の
期
間
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
輸
出
し
た
製
茶
の
総
額
は
、
一
一
一
一
一
一
七
、
六
○
○
ポ
ン
ド
で
、
そ
の
金
額
は
一
三
五
、
○
四
五
円
、
ロ
ン
ド
ン
に
輸
出
し

た
煙
草
の
総
額
は
、
三
五
九
、
六
四
○
ポ
ン
ド
で
あ
っ
て
、
そ
の
金
額
は
七
一
一
一
、
一
○
五
円
、
米
は
一
一
一
、
一
一
○
一
、
五
一
一
ポ
ン
ド
で
、

そ
の
金
額
は
一
○
九
、
五
八
一
一
円
で
あ
る
。
ま
た
横
浜
支
店
で
取
引
し
た
生
糸
は
、
七
、
九
五
七
梱
で
あ
っ
て
、
そ
の
原
価
は
紙
幣
一

八
一
一
、
五
六
一
円
余
、
銀
貨
一
、
七
八
七
、
七
一
○
円
余
（
当
時
は
紙
幣
と
銀
貨
と
で
比
価
に
相
違
が
あ
っ
た
）
、
商
会
が
直
接
に
海

外
へ
輸
出
し
た
生
糸
は
四
四
○
五
梱
で
、
原
価
は
一
、
四
○
八
、
六
七
七
ド
ル
余
で
あ
っ
た
。
興
味
が
あ
る
の
は
、
ロ
シ
ア
領
沿
海

州
で
仕
入
れ
た
塩
鮭
一
○
四
、
八
○
○
尾
、
そ
の
金
額
一
八
、
八
○
○
円
を
、
日
本
に
輸
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
尾
実
に
一
八

銭
ほ
ど
に
当
る
。
日
本
で
の
売
価
は
、
勿
論
こ
れ
に
運
送
そ
の
他
の
諸
経
費
、
中
間
流
通
の
マ
ー
ジ
ン
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

現
在
と
比
較
し
て
、
実
に
雲
泥
の
差
が
あ
る
の
に
驚
か
さ
れ
る
。

な
お
こ
の
期
間
の
営
業
成
績
は
、
東
京
本
店
の
純
益
は
、
一
○
、
七
七
一
円
余
、
横
浜
支
店
の
純
益
は
四
○
、
二
一
一
一
円
余
で
、
合

計
五
○
、
九
八
四
円
に
上
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
営
業
の
比
重
が
横
浜
支
店
に
大
き
か
っ
た
た
め
に
、
明
治
十
六
年
六
月
に
至
っ
て
、

つ
い
に
東
京
本
店
を
廃
し
て
、
横
浜
支
店
を
本
店
と
す
る
に
至
っ
た
。

貿
易
商
会
の
設
立
と
同
年
に
、
丸
善
内
外
介
商
店
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
早
矢
仕
有
的
と
貿
易
商
会
の
元
締
役
笠
原
恵
と
の

共
同
出
資
に
よ
っ
て
、
横
浜
堺
町
一
一
丁
目
（
旧
美
濃
屋
跡
）
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
後
弁
天
通
二
丁
目
の
書
店
の
跡
に
移
る
。
）



内
外
介
商
店
が
設
立
さ
れ
た
翌
年
（
明
治
十
四
年
）
に
、
そ
の
取
引
先
の
為
換
。
荷
為
換
割
引
を
行
な
い
、
併
せ
て
一
般
の
預
金
・

貸
付
・
公
債
及
び
外
国
貨
幣
・
地
金
銀
の
売
買
を
営
な
む
目
的
の
た
め
に
、
店
内
の
一
室
に
為
換
店
を
設
立
す
る
談
が
起
り
、
五
月
に

規
約
が
制
定
さ
れ
、
七
月
に
発
起
人
会
を
同
店
で
開
催
し
て
、
株
金
払
込
、
役
員
選
挙
そ
の
他
の
手
続
を
決
定
し
、
神
奈
川
県
庁
の
許

可
を
得
て
、
横
浜
丸
善
為
換
店
の
名
称
で
十
月
二
十
五
日
か
ら
営
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
規
約
の
主
な
も
の
を
摘
録
す
る
と
左
の
通
り

三
丸
善
為
換
店
の
設
立

9１

貿
易
商
会
は
、
丸
屋
と
は
全
く
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
が
、
内
外
介
商
店
は
、
丸
善
の
名
を
冠
し
、
⑪
の
商
標
を
用
い
、
そ
の
店
員
は

唐
物
店
、
薬
店
、
指
物
店
と
同
列
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
全
く
丸
善
の
系
列
内
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
任
は
笠
原
恵
で
、
そ
の

営
業
目
的
は
、
生
糸
や
茶
を
横
浜
在
住
の
外
人
に
売
り
込
む
こ
と
と
、
内
外
の
製
作
物
を
代
理
売
買
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
内
外
介
と

は
恐
ら
く
内
外
の
物
品
を
仲
介
す
る
意
味
で
あ
ろ
う
。
明
治
十
三
年
二
月
の
「
東
京
日
日
新
聞
」
に
、
新
潟
物
産
会
社
の
営
業
を
代
理

す
る
広
告
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
西
脇
悌
一
一
郎
の
関
係
に
よ
る
も
の
に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
こ
の
商
店
の
経
営
方
針
に
つ
い
て
、
有
的
と
笠
原
と
の
間
に
意
見
の
相
違
が
起
り
、
明
治
十
七
年
に
笠
原
は
店
を
退
い
て
、

独
立
し
て
笠
原
組
を
設
立
し
、
そ
れ
ま
で
内
外
介
商
店
で
取
り
扱
っ
て
い
た
生
糸
や
茶
の
売
込
の
業
務
を
誠
り
受
け
た
。
そ
の
た
め
に

内
外
介
商
店
は
、
内
外
物
産
の
代
理
売
買
の
み
を
営
業
と
す
る
こ
と
と
な
っ
て
、
そ
の
店
舗
も
本
町
一
一
丁
目
に
移
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ

の
経
営
に
は
安
達
何
四
郎
が
こ
れ
に
当
り
、
さ
ら
に
角
堅
吉
が
そ
の
後
を
継
い
だ
が
、
そ
れ
以
後
の
状
態
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
。
恐

ら
く
後
の
丸
善
の
整
理
縮
少
と
共
に
、
そ
の
存
在
を
失
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



第
十
五
条

取
締
役
一
同
ノ
投
票
ヲ
以
テ
、
其
中
ヨ
リ
幹
事
一
名
ヲ
撰
定
し
、
幹
事
取
締
役
ハ
、
支
配
人
ヲ
撰
定
シ
、
其
以
下
役
員
ハ
幹
事

支
配
人
ノ
指
揮
進
退
ス
ル
所
ト
ス
ヘ
シ

へ
、
ン取

締
役
ハ
当
社
株
式
一
一
一
十
株
以
上
ヲ
所
有
ス
ル
人
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
其
任
タ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
八
条

株
主
一
同

第
九
条

当
社
営
業
年
限
ハ
満
十
ヶ
年
ト
定
メ
、
満
期
一
一
至
り
株
主
一
同
協
議
ノ
上
、
同
意
多
数
一
一
因
リ
テ
ハ
、
尚
継
続
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

当
社
ノ
株
主
ハ
其
責
任
ヲ
有
限
責
任
ト
定
ム
ヘ
シ

当
社
ノ
資
本
金
ハ
五
万
円
ト
定
メ
、
之
ヲ
千
株
一
一
分
割
シ
、
一
株
ノ
高
ヲ
五
拾
円
ト
ナ
ス
ヘ
シ

で
あ
る
。

第
十
条

第
六
条

第
五
条

第
二
条同

ノ
投
票
ヲ
以
テ
取
締
役
五
名
ヲ
撰
挙
ス
へ
、
ン
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本
社
非
常
ノ
予
備
ト
シ
テ
、
別
一
一
予
備
株
金
ヲ
備
フ
ヘ
シ

も
丸
家
銀
行
、
貿
易
商
会
に
池

た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

配
分
ス
ヘ
シ

予
備
株
金
ハ
、
開
業
ノ
始
メ
ー
ー
、
本
社
株
金
高
四
分
ノ
ー
ヲ
備
へ
、
之
一
一
属
ス
ル
年
々
ノ
配
当
金
ト
非
常
積
金
ト
ヲ
、
此
予
備

株
金
ノ
所
属
ト
シ
テ
之
二
加
へ
、
普
通
株
金
高
ノ
半
額
一
一
至
ル
マ
テ
ハ
、
本
社
資
金
一
一
併
セ
使
用
ス
ヘ
シ

第
十
八
条

若
シ
営
業
ノ
盛
衰
ニ
ョ
リ
、
本
社
配
当
年
壷
割
以
内
一
一
減
ス
ル
ト
キ
ハ
、
其
年
ノ
予
備
株
金
一
一
属
ス
ル
配
当
金
ヲ
減
シ
、
或
ハ

全
ク
廃
シ
テ
之
ヲ
普
通
株
金
一
一
加
フ
ヘ
シ

ー
）
の
予
備
株
券
を
設
定
し
て
、
売
買
。
抵
当
を
禁
止
し
、
会
社
に
損
失
を
生
じ
た
場
合
に
弾
力
性
を
持
た
せ
た
の
は
、
す
こ
ぶ
る
興

味
の
あ
る
規
定
で
あ
る
。
な
お
丸
善
為
換
店
の
創
立
当
初
の
株
主
は
、
四
十
二
名
で
、
丸
屋
善
八
、
丸
屋
善
七
、
早
矢
仕
有
的
、
中
村

道
太
、
笠
原
恵
の
五
人
が
そ
れ
ぞ
れ
一
○
○
株
ず
つ
所
有
し
、
稲
垣
真
郎
、
杉
本
正
徳
、
丸
屋
善
八
、
早
矢
仕
有
的
、
笠
原
恵
が
取
締

役
に
、
笠
原
恵
が
幹
事
に
選
ば
れ
た
。
早
矢
仕
有
的
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
稲
垣
真
郎
は
、
明
治
八
年
に
丸
屋
に
入
社
し
、
杉
本
正
徳

も
丸
家
銀
行
、
貿
易
商
会
に
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
為
換
店
が
、
ほ
と
ん
ど
丸
善
と
一
体
の
も
の
で
あ
っ

第
十
七
条

予
備
株
金
高
、

第
十
六
条

普
通
株
金
高
半
額
一
一
至
ル
ノ
後
ハ
、
其
株
金
二
属
ス
ル
配
当
金
井
一
一
非
常
積
金
ハ
、
之
ヲ
予
備
株
金
高
二
割
当

9３



横
浜
丸
善
為
換
店
が
設
立
せ
ら
れ
て
間
も
な
く
、
翌
明
治
十
五
年
一
月
に
は
、
東
京
の
丸
家
銀
行
の
所
在
地
に
、
丸
善
為
換
店
が
設

な
か
ば

置
さ
れ
た
。
資
本
金
は
五
万
円
で
、
そ
の
半
は
丸
屋
善
八
及
び
善
七
が
出
資
し
、
会
社
が
損
害
を
生
じ
た
場
合
は
、
こ
の
両
人
の
株
金

の
み
を
以
て
負
担
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
取
締
役
は
、
早
矢
仕
有
的
、
杉
本
正
徳
、
穂
積
寅
九
郎
、
金
沢
廉
吉
、
伊
村
新
一
、
松
下

鉄
三
郎
、
大
塚
嘉
蔵
の
七
名
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
為
換
店
の
任
務
は
、
東
京
の
丸
善
商
社
の
各
店
、
及
び
貿
易
商
会
の
東
京
本
店
と
、

地
方
の
物
産
会
社
と
の
取
引
の
便
宜
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
な
任
務
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
て
も
、
交
銀
私
局
と
、
丸
善
為
換
店
と
、
丸
家
銀
行
と
、
類
似
し

た
機
関
が
、
三
つ
も
併
存
し
た
こ
と
は
、
取
り
扱
う
業
務
を
、
却
っ
て
煩
雑
に
す
る
嫌
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
明
治
十
六
年
六
月

に
至
っ
て
、
交
銀
私
局
も
、
丸
善
為
換
店
も
、
共
に
丸
家
銀
行
に
合
併
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当
然
の
成
行
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
丸
家
銀
行

の
破
綻
と
共
に
、
こ
れ
と
金
融
関
係
を
持
っ
た
諸
事
業
も
、
同
時
に
嵯
践
す
る
に
至
っ
た
の
も
、
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
ま
た
こ
こ
に

あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
中
西
屋
の
開
店

9４

貿
易
商
会
の
設
立
と
は
、
直
接
の
関
係
が
な
い
が
、
中
西
屋
の
開
店
が
、
年
代
的
に
ほ
ぼ
こ
の
頃
に
当
る
の
で
、
こ
こ
に
こ
れ
を
付

記
し
て
置
き
た
い
。
明
治
十
三
年
ご
ろ
、
丸
善
の
洋
書
の
ス
ト
ッ
ク
が
著
し
く
増
加
し
て
、
そ
の
処
理
が
経
理
上
の
重
要
問
題
と
な
っ

て
き
た
。
そ
こ
で
洋
書
部
で
は
、
さ
し
あ
た
り
売
行
の
少
な
い
書
籍
を
、
勘
定
場
に
引
き
渡
し
て
、
そ
の
規
模
を
縮
少
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
た
め
に
明
治
十
四
年
九
月
に
、
有
的
は
個
人
で
神
田
表
神
保
町
二
番
地
に
、
中
西
屋
と
称
す
る
書
店
を
開
い
て
、
勘
定
場



に
廻
さ
れ
た
書
籍
を
販
売
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
丸
善
の
顧
客
の
中
に
、
買
い
取
っ
た
書
籍
が
不
用
に
な
っ
た
た
め
に
、

引
き
取
り
を
希
望
す
る
者
が
往
女
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
古
物
商
と
し
て
の
業
務
と
な
る
の
で
、
個
人
名
義
の
商
店
で
取
り
扱
う
こ
と
を

便
宜
と
し
た
と
い
う
理
由
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
金
沢
末
吉
の
談
に
よ
る
と
、
中
西
屋
は
恐
ら
く
も
と
か
ら
そ
こ
で
古
本
屋
を
営
ん
で

い
た
和
泉
屋
（
太
田
）
勘
右
衛
門
の
店
を
買
収
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
中
西
屋
と
は
、
広
く
中
土
（
日
本
）
西
洋
の
書
籍
を
売

9５

;識

酉屋

買
す
る
と
い
う
意
味
で
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
一
に
ま
た
掃
葉
軒
と
も
い
っ

た
。
こ
れ
は
関
根
録
三
郎
の
命
名
に
よ
る
も
の
で
、
落
葉
を
掃
う
、
い
わ
ば
売

れ
残
り
品
を
一
掃
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
思
い
切
っ
た
名
称
を
つ
け
た
も

の
で
あ
る
。

中
西
屋
は
有
的
の
個
人
経
営
で
あ
っ
た
が
、
小
柳
津
要
人
の
長
男
の
邦
太
を

名
義
人
と
し
た
。
明
治
十
七
年
の
中
西
屋
の
略
歴
に
は
「
和
漢
書
籍
売
買
所
掃

葉
軒
中
西
屋
邦
太
」
と
あ
る
。
そ
の
経
理
に
は
、
丸
善
の
帳
場
か
ら
、
伊
村
新

一
（
克
巳
）
が
赴
任
し
た
。
太
田
勘
右
衛
門
も
、
番
頭
と
し
て
勤
務
し
た
。
後

に
邦
太
が
成
人
し
て
、
名
義
人
を
変
更
す
る
必
要
が
起
り
、
明
治
三
十
年
に
、

有
的
の
子
で
山
田
家
を
継
い
だ
九
郎
が
名
義
人
と
な
っ
た
。
（
そ
の
た
め
に
山

田
家
は
、
一
時
絶
家
す
る
》
）
と
と
な
っ
た
）
経
営
に
は
、
早
矢
仕
民
治
、
太
田

武
之
助
（
勘
右
術
門
の
養
子
）
な
ど
が
当
っ
て
い
る
。
更
に
そ
の
後
に
は
伊
村

良



新
一
の
子
の
金
之
助
が
采
配
を
振
っ
た
の
で
あ
る
。

中
西
屋
が
そ
の
店
を
神
田
に
開
い
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
当
時
神
田
に
学
校
が
多
く
、
従
が
っ
て
学
生
の
書
籍
の
需
要
の
多
い
こ
と
を

見
越
し
た
か
ら
で
あ
る
。
果
し
て
そ
の
予
想
の
通
り
、
中
西
屋
の
営
業
は
次
第
に
盛
ん
に
な
り
、
固
定
の
顧
客
も
増
加
し
た
。
明
治
二

十
四
年
に
は
店
舗
も
拡
張
さ
れ
た
。
翌
二
十
五
年
に
は
神
田
の
大
火
が
あ
っ
て
、
中
西
屋
も
擢
災
し
た
が
、
こ
れ
も
さ
し
た
る
打
撃
に

は
な
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

9６

神
田
に
開
店
し
た
だ
け
に
、
中
西
屋
は
、
お
の
ず
か
ら
日
本
橋
の
丸
善
と
は
、
異
な
っ
た
特
色
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
販
売

す
る
書
籍
は
、
は
じ
め
は
横
浜
の
丸
屋
か
ら
供
給
さ
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
も
顧
客
の
質
が
違
う
た
め
に
、
種
類
の
違
っ
た

も
の
が
店
頭
に
現
わ
れ
、
あ
る
意
味
で
両
者
は
競
争
の
形
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
品
員
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
中
西
屋
が
丸
善
の
い
わ
ば
分
身
で
あ
る
こ
と
を
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
面
白
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
う
し
た
状
態
は
、
大
正
年
間
ま
で
、
引
き
続
い
て
い
た
。

な
お
明
治
二
十
年
に
、
中
西
屋
の
店
の
一
部
を
割
い
て
、
早
矢
仕
民
治
の
妻
の
姉
婿
に
当
る
池
田
次
郎
吉
に
貸
し
与
え
、
文
房
具
の

売
買
に
従
事
さ
せ
る
声
）
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
文
房
堂
の
は
じ
め
で
あ
る
。




